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第
３
章

　第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動

竹
本
真
希
子

は
じ
め
に

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
国
際
政
治
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
影
響
を
強
く
受

け
た
の
が
ド
イ
ツ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
敗
戦
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
帝
国
か
ら
共

和
国
へ
と
体
制
を
変
え
た
が
、
大
戦
の
講
和
の
た
め
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
戦
争
責
任
条
項
や
賠
償

金
問
題
は
重
荷
と
な
っ
て
そ
の
後
の
政
治
に
影
を
残
し
、
ナ
チ
に
よ
る
独
裁
と
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の

道
に
進
む
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
戦
争
そ
の
も
の
の
あ
り
方
が

変
わ
っ
た
こ
と
で
ド
イ
ツ
の
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
議
論
も
大
き
く
変
化
し
、
大
戦
後
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル

共
和
国
期
に
は
活
発
な
平
和
に
関
す
る
議
論
と
平
和
運
動
が
展
開
さ
れ
て
も
い
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し

た
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
平
和
運
動
と
平
和
論
を
中
心
に
振
り
返
り
、
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
の
歴
史
を

追
う
こ
と
と
し
た
い
。
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１

　平
和
運
動
の
は
じ
ま
り
―
一
九
世
紀
末
の
平
和
運
動

　

人
間
は
古
代
か
ら
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
議
論
し
て
き
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史

家
で
あ
る
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
主
題
と
し
た
の
は
ペ
ル
シ
ャ
戦
争
で
あ
り
、
続
く
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
ペ

ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
歴
史
を
書
い
た
。
喜
劇
作
家
の
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
に
よ
る
『
女
の
平
和
』
は
、

女
性
に
よ
る
反
戦
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
エ
ラ
ス
ム
ス
や
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
な
ど
、
中
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
も
多
く
の
思
想
家
が
戦
争
と
平
和
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
イ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
カ
ン
ト
（Im

m
anuel K

ant

）
の
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
世
界
の
平
和

思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
の
我
々
が
い
う
と
こ
ろ
の
平
和
運
動
が

本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
か
な
り
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
平
和
協
会
が
つ
く
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
の
ク
エ
ー
カ
ー

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
欧
米
の
各
地
に
平
和
協
会
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
平
和
運
動
の
は
じ
ま
り
は
、
一
八
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
、
や
や
遅
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
で
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
比
べ
て
国
民
国
家
建
設
が
遅
れ
て
い
た
。
北
部
の
プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
に
小
ド
イ
ツ
主
義
に
基
づ
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い
た
国
家
建
設
が
始
め
ら
れ
、
一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
に
勝
利
し
た
後
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
国

民
国
家
統
一
が
な
し
と
げ
ら
れ
た
の
は
、
一
八
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
急
激
な
近
代
化
と

富
国
強
兵
政
策
に
よ
り
ド
イ
ツ
は
大
国
へ
の
道
を
歩
み
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
け
る
世
界
分
割
に
参

入
し
て
い
く
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
・
イ
タ
リ
ア
の
三
国
同
盟
と
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
に
よ
る
三
国
協

商
と
に
別
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は
ベ
ル
リ
ン
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
）、
バ
ク
ダ
ー
ド
に

鉄
道
を
敷
設
し
よ
う
と
す
る
３
Ｂ
政
策
に
よ
っ
て
、
カ
イ
ロ
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
繋
ぐ

イ
ギ
リ
ス
の
３
Ｃ
政
策
と
対
立
し
、
さ
ら
に
二
度
の
モ
ロ
ッ
コ
事
件
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
も

悪
化
さ
せ
た
。
各
国
の
軍
拡
競
争
と
植
民
地
政
策
は
さ
ら
な
る
対
立
の
火
種
を
生
み
、
一
部
の
人
々
の

間
に
欧
州
戦
争
勃
発
へ
の
危
機
感
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
平
和
の
た
め
の
「
組

織
化
」
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
九
年
と
一
九
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会

議
な
ど
の
国
際
会
議
や
、
国
際
連
盟
運
動
な
ど
が
起
こ
っ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
と

時
を
同
じ
く
し
て
各
地
に
全
国
規
模
の
平
和
団
体
が
生
ま
れ
、
同
時
に
国
際
的
な
平
和
運
動
も
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
平
和
運
動
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
影
響
の
も
と
で
始
ま
っ
た
。
一
九
世
紀
末
の
ド
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イ
ツ
語
圏
の
平
和
運
動
を
支
え
た
一
人
で
あ
る
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
（Bertha von 

Suttner

）
が
そ
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
貧
し
く
、
家
庭
教

師
や
家
政
婦
の
仕
事
を
し
て
い
た
彼
女
は
、
一
八
八
九
年
に
出
版
し
た
反
戦
小
説
『
武
器
を
捨
て
よ
！
』

の
成
功
に
よ
っ
て
反
戦
運
動
家
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
み
な
ら
ず
ド

イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
に
も
渡
っ
て
平
和
を
呼
び
か
け
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
友
人
で
も
あ
り
、

彼
女
の
進
言
に
よ
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
作
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
人
道
主

義
的
な
平
和
主
義
と
国
際
的
な
活
動
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
平
和
運
動
の
原
動
力
と
な
り
、
一
八
九
一

年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
平
和
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
ド
イ
ツ
の
活
動
に
影
響
を
与
え
、
彼

女
の
弟
子
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
リ
ー
ト
（A

lfred H
erm

ann Fried

）
が
中
心
と

な
り
、
翌
一
八
九
二
年
、
ベ
ル
リ
ン
に
ド
イ
ツ
平
和
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ト
は
ズ
ッ

ト
ナ
ー
の
や
や
感
情
的
と
も
い
え
る
反
戦
平
和
を
「
科
学
的
平
和
主
義
」
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
平
和

運
動
の
理
論
的
基
盤
と
し
て
国
際
法
を
取
り
入
れ
た
。
な
お
ズ
ッ
ト
ナ
ー
と
フ
リ
ー
ト
は
平
和
運
動
へ

の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
〇
五
年
と
一
九
一
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

　

設
立
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
前
ま
で
の
ド
イ
ツ
平
和
協
会
は
、
国
際
協
調
や
法
に
よ
る
平
和
を
唱
え
、
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仲
裁
裁
判
所
や
超
国
家
組
織
の
設
立
と
い
っ
た
目
標
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
治
家
に
軍
縮
を
働

き
か
け
る
こ
と
で
戦
争
を
防
ご
う
と
す
る
、
自
由
主
義
者
に
よ
る
「
名
士
の
ク
ラ
ブ
」
と
も
い
う
べ
き

も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
平
和
主
義
」（Pazifism

us

）
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
よ

う
な
運
動
を
指
す
表
現
と
し
て
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
造
語
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
平
和
主
義
と
は
、

国
家
間
の
紛
争
を
平
和
的
・
非
暴
力
的
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
、
個
人
的
あ
る
い
は
集
団
的
な
努
力
の

こ
と
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
に
基
づ
い
た
諸
国
民
お
よ
び
諸
国
家
共
同
体
が
建
設
さ
れ
る

べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
平
和
主
義
者
と
は
、
こ
う
し
た
運
動
の
担
い
手
と
し
て
自
覚
を

持
っ
て
活
動
す
る
人
々
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
協
調
の
運
動
と
は
別
に
、
平
和
運
動
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
第
二

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
反
帝
国
主
義
反
戦
運
動
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大

会
決
議
や
一
九
一
二
年
の
バ
ー
ゼ
ル
臨
時
大
会
で
の
反
戦
活
動
は
よ
く
知
ら
れ
、
彼
ら
が
唱
え
た
「
戦

争
に
対
す
る
戦
争
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
平
和
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
自
由
主

義
者
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
平
和
協
会
と
社
会
主
義
者
の
反
戦
運
動
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
流
れ
と
し
て
存

在
し
、
与
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
た
。
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２

　平
和
運
動
の
発
展
と
大
衆
化
の
試
み
―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
運
動

（
１
）
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響

　

し
か
し
こ
の
よ
う
に
平
和
運
動
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
戦
争
を
防
ぐ
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

一
九
一
四
年
六
月
の
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
事
件
が
直
接
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
が
セ
ル
ビ
ア
に
宣
戦
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。
ド
イ
ツ
は
八
月

に
参
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（W

ilhelm
 II

）
は
「
余
は
も
は
や
い
か
な

る
党
派
も
知
ら
ぬ
。
た
だ
ド
イ
ツ
人
の
み
」
と
い
う
言
葉
で
国
民
の
結
束
を
訴
え
、
ド
イ
ツ
は
愛
国
主

義
的
な
「
八
月
の
高
揚
」
の
も
と
、
戦
争
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
国
主
義
に
反
対
し
反
戦
平
和

を
訴
え
て
い
た
は
ず
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
も
こ
の
時
、
戦
時
公
債
の
発
行
を
支
持
し
た
。
唯
ひ
と
り

カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
（K

arl Liebknecht

）
だ
け
が
こ
れ
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
の

ち
に
社
会
民
主
党
を
離
れ
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（Rosa Luxem

burg

）
と
と
も
に
共
産
党

を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
平
和
主
義
者
の
中
に
は
開
戦
後
も
引
き
続
き
反
戦
を
訴
え
た
も

の
が
あ
っ
た
が
、
平
和
運
動
は
圧
力
を
受
け
、
彼
ら
の
活
動
は
制
限
さ
れ
た
。
フ
リ
ー
ト
な
ど
は
ド
イ

ツ
を
離
れ
て
ス
イ
ス
に
亡
命
し
て
い
る
。
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第
一
次
世
界
大
戦
は
史
上
初
の
総
力
戦
と
な
り
、「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
帰
れ
る
」
と
考
え
て
い
た
兵

士
た
ち
は
四
年
に
わ
た
る
長
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
大
戦
初
期
こ
そ
連

合
軍
を
圧
倒
す
る
も
の
の
、
戦
線
は
長
引
き
、
と
く
に
西
部
戦
線
で
の
塹
壕
戦
は
膠
着
状
態
で
終
わ
っ

た
一
九
一
六
年
の
ソ
ン
ム
の
戦
い
を
は
じ
め
と
し
て
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
戦
争
の
長
期
化
に
加

え
、
大
戦
中
に
毒
ガ
ス
や
飛
行
機
な
ど
の
兵
器
が
大
幅
に
「
進
歩
」
し
た
こ
と
は
、
新
た
な
戦
争
の
時

代
の
到
来
を
痛
感
さ
せ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
や
、

大
戦
中
に
お
き
た
ロ
シ
ア
革
命
、
日
本
と
い
っ
た
新
興
国
の
登
場
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
で
の
地
位

を
脅
か
し
、
人
々
に
「
西
洋
の
没
落
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
で
の
敗
北
が
ド
イ
ツ
社
会
に
も
た
ら
し
た
変
化
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
敗
戦
の
色
が
深
く
な
る
と
、
キ
ー
ル
軍
港
で
の
蜂
起
を
は
じ
め
と
し
て
ド
イ
ツ
革
命
が
お
こ
り
、

共
和
国
が
宣
言
さ
れ
、
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
亡
命
し
た
。
革
命
状
態
の
ベ
ル
リ
ン

を
避
け
て
議
会
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
開
か
れ
た
た
め
に
、
こ
の
新
し
い
共
和
国
は
通
称
と
し
て
「
ヴ
ァ
イ

マ
ル
共
和
国
」、
社
会
民
主
党
、
民
主
党
、
中
央
党
か
ら
な
る
新
し
い
政
権
は
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
連
合
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
調
印
し
、
連
合
国
と
講
和
を
行
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
に
戦
争
責
任
が
あ
る
と
し
た
第
二
三
一
条
や
天
文
学
的
な
額
の
賠
償
金
な
ど
の
厳
し
い
措
置
は
、
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結
果
と
し
て
ド
イ
ツ
国
民
の
間
に
戦
勝
国
へ
の
復
讐
心
や
調
印
し
た
政
治
家
た
ち
へ
の
憎
悪
を
引
き
起

こ
し
、
の
ち
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ナ
チ
独
裁
体
制
に
つ
な
が
っ
た
。
再
軍
備
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
解
体
な
ど
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
抗
し
て

　

総
力
戦
の
経
験
と
共
和
国
の
成
立
は
、
ド
イ
ツ
社
会
の
み
な
ら
ず
平
和
運
動
に
も
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
自
由
主
義
者
を
中
心
と
し
た
平
和
運
動
は
社
会
主
義
者
の
運
動
と
連
携
し
、
大
衆
運
動
化
を
進
め

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
伴
っ
て
「
平
和
」
の
意
味
も
変
化
し
て
い
く
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
初
期
に
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
平
和
運
動
が
昂
揚
し
た
。
第
一
次
世
界

大
戦
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
平
和
協
会
を
支
え
て
い
た
歴
史
家
で
民
主
党
の
政
治
家
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ

ヒ
・
ク
ヴ
ィ
ッ
デ
（Ludw

ig Q
uidde

）
ら
と
と
も
に
、
西
部
戦
線
で
塹
壕
堀
を
経
験
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
（Carl von O

ssietzky

）
や
、
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
と
同

じ
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
ま
た
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
ク
ル
ト
・
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー

（K
urt T

ucholsky

）
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
知
識
人
が
平
和
運
動
に
加
わ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

以
前
の
ド
イ
ツ
平
和
協
会
の
活
動
に
社
会
主
義
に
近
い
層
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
運
動
は
左
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派
の
知
識
人
を
中
心
と
し
た
運
動
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
平
和
協
会
の
ほ
か
に
も
学
生
や

女
性
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
団
体
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
束
ね
る
も
の
と
し
て
ド
イ

ツ
平
和
カ
ル
テ
ル
も
設
立
さ
れ
た
。
全
国
的
な
ド
イ
ツ
平
和
主
義
者
会
議
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
は
、
反
軍
国
主
義
・
反
戦
争
崇
拝
を
第
一
の
特
徴
と
す
る
。
と

く
に
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
対
す
る
平
和
主
義
者
の
批
判
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大

戦
に
つ
い
て
は
、
敗
戦
後
の
ド
イ
ツ
社
会
の
な
か
で
も
戦
争
責
任
を
認
め
ず
、
そ
れ
が
防
衛
戦
争
で
あ
っ

た
と
認
識
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
平
和
主
義
者
、
と
く
に
若
い
世
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
ド
イ

ツ
の
根
強
い
軍
国
主
義
こ
そ
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
原
因
で
あ
り
、
同
時
に
現
在
の
平
和
を
妨
げ
る
要

因
で
も
あ
っ
た
。
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
は
「
ド
イ
ツ
ほ
ど
熱
心
に
政
治
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
信
じ
て
い

る
と
こ
ろ
は
な
い
し
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
に
寛
容
で
、
そ
の
結
果
を
軽
視
す
る
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
は

な
い（

1
）」

と
述
べ
て
い
る
。
平
和
主
義
者
の
批
判
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
を
体
現
す
る
国
防
軍
に
向
か
っ

た
。
国
防
軍
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
り
大
幅
に
戦
力
を
削
減
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
時
「
国
家

の
中
の
国
家
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
社
会
的
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
お
り
、
パ
ウ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
（Paul von H

indenburg

）
ら
軍
人
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
な
っ
て
も
政
治
的
影
響

力
を
有
し
て
い
た
。
実
際
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
の
ち
に
大
統
領
に
就
任
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ヴ
ァ
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イ
マ
ル
共
和
国
初
期
の
左
右
両
翼
の
武
装
蜂
起
に
よ
る
内
戦
状
態
の
な
か
で
も
、
国
防
軍
は
存
在
感
を

示
し
て
い
た
。
当
時
国
防
軍
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
徴
兵
制
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
秘
密
裏
に
青
年

た
ち
を
集
め
て
軍
事
訓
練
を
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
闇
の
国
防
軍
」（
あ
る
い
は
黒
色
国
防
軍
）
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
フ
ェ
ー
メ
殺
人
」
と
呼
ば
れ
る
秘
密
裏
の
粛
清
が
横
行
し
て
い
た
。
オ

シ
エ
ツ
キ
ー
ら
平
和
主
義
者
た
ち
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
こ
の
フ
ェ
ー
メ
殺
人
を
暴
露
し
た
ほ
か
、

国
防
軍
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
違
反
の
再
軍
備
の
試
み
を
繰
り
返
し
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

国
防
軍
は
平
和
主
義
者
に
対
す
る
言
論
弾
圧
を
行
い
、
右
傾
化
し
た
司
法
に
よ
る
不
公
平
な
裁
判
の
も

と
、
平
和
主
義
者
た
ち
は
国
家
反
逆
罪
や
秘
密
漏
洩
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

平
和
主
義
者
の
課
題
と
目
標
は
、
軍
国
主
義
と
戦
争
の
無
意
味
さ
、
そ
し
て
野
蛮
さ
を
人
々
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
戦
争
が
い
か
に
馬
鹿
馬
鹿
し
い
も
の
で
あ
る
か
、
名
誉
の
戦
死
な
ど

な
い
と
繰
り
返
し
訴
え
た
。
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー
は
「
兵
士
は
殺
人
者（

2
）」

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
兵

士
は
殺
人
者
」
と
い
う
表
現
は
物
議
を
醸
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
ド

イ
ツ
で
再
軍
備
と
徴
兵
制
に
反
対
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
二
五
年

に
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（Ernst Friedrich

）
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
作
ら
れ
た
「
反
戦
博

物
館
」
も
戦
争
の
無
意
味
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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前
年
の
一
九
二
四
年
に
『
戦
争
に
反
対
す
る
戦
争
』
と
題
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
写
真
集
を
出
版
し

た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
大
戦
の
悲
惨
な
写
真
を
見
せ
る
こ
と
で
戦
争
が
決
し
て
名
誉
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
「
真
実
」
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
平
和
の
た
め
の
意
識
改
革

　

ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
に
対
す
る
批
判
と
並
ん
で
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
に
顕
著
だ
っ
た

の
が
、
平
和
の
た
め
の
意
識
改
革
の
重
要
性
の
強
調
で
あ
る
。
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー
は
「
戦
争
を
引
き
起

こ
す
真
の
原
因
」
と
し
て
「
経
済
と
、
未
だ
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
扇
動
さ
れ
た
大
衆
の
ぼ
ん
や
り

し
た
精
神
状
態（

3
）」

を
挙
げ
て
い
る
が
、
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
平
和
運
動
は
共

和
国
と
い
う
新
し
い
政
治
の
場
で
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
自
主
的
・
自
律
的
な
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
は
「
軍
事
的
な
帝
政
の
崩
壊
か
ら
う
ま
れ
た
共
和
国
は
、
当
然

（
帝
政
と
）
反
対
の
傾
向
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
共
和
国
は
そ
の
存
在
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
過
去
と
訣
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
も
し
共
和
国
が
現
在
の
政
治
状
況
を
す
べ
て
そ
の

手
に
お
さ
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
和
主
義
的
政
策
以
外
の
も
の
を
す
す
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中

略
）
ド
イ
ツ
の
共
和
主
義
と
平
和
思
想
は
ひ
と
つ
の
も
の
で
あ
る（

4
）」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
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え
に
、
平
和
運
動
は
も
は
や
一
部
の
エ
リ
ー
ト
の
運
動
で
は
な
く
、
大
衆
運
動
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え

ら
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
平
和
運
動
が
国
際
協
調
の
運
動
で
あ
り
、「
国
家
対
国
家
」
の
争
い

で
あ
る
戦
争
を
い
か
に
調
停
す
る
か
を
課
題
と
し
た
の
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
運

動
は
む
し
ろ
「
個
人
が
国
家
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
か
」
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
平
和
に
対
す
る
考
え
の
変
化
は
、
平
和
運
動
が
扱
う
テ
ー
マ
の
広
が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

反
戦
あ
る
い
は
非
戦
の
ア
ピ
ー
ル
に
加
え
、
兵
役
義
務
、
内
戦
、
仲
裁
裁
判
、
国
際
連
盟
と
い
っ
た
第

一
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
議
論
し
て
き
た
議
題
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
一
般
、
刑
法
、
教
科
書
、
歴
史
教

育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
へ
と
議
論
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
と
平
和
運
動
は
、
主
と
し
て
カ
ン
ト
の
平
和
思
想
の
影
響
と
、

倫
理
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
化
さ
れ
た
社
会
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
一
部
に
は
「
革
命
的
平
和
主
義
」
を
唱
え
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
場

合
求
め
た
の
は
共
和
国
の
も
と
で
の
民
主
主
義
的
な
政
治
で
あ
り
、
法
に
よ
る
平
和
と
平
和
の
た
め
の

意
識
・
精
神
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
平
和
運
動
は
近
代
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
運
動
・
解
放

運
動
の
流
れ
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
平
和
」
は
「
戦
争
の
不
在
」
に
と
ど
ま

ら
な
い
も
の
で
あ
り
、「
個
人
対
国
家
」
の
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
個
人
の
人
権
や
生
き
方
の
問
題
と
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し
て
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
次
な
る
戦
争
を
防
ぐ
た
め
に

　

こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
は
平
和
が
「
個
人
と
国
家
」
の
問
題
に
変
わ
っ
た
と
述
べ
た

が
、
本
来
の
平
和
運
動
の
課
題
で
あ
る
「
戦
争
の
不
在
」
に
つ
い
て
も
、
平
和
主
義
者
た
ち
は
多
く
の

議
論
を
行
っ
て
い
る
。

　

カ
ン
ト
の
影
響
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
、
国
際
連
盟
の
設
立
は
第
一
次
世
界
大

戦
以
前
か
ら
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W

ilson

）
に
よ

る
提
案
が
実
現
し
、
国
際
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
そ
の
夢
を
か
な
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
現
実
に
出
来
上
が
っ
た
国
際
連
盟
に
は
ア
メ
リ
カ
も
ソ
連
も
参
加
せ
ず
、
ま
た
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の

参
加
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
べ
く
、
平
和
主
義
者
た
ち
は
国
際
連
盟
の
改
良

に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
毒
ガ
ス
戦
の
経
験
か
ら
、
次
に
戦
争
が
起
き

れ
ば
そ
れ
は
化
学
兵
器
戦
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
繰
り
返
し
毒
ガ
ス
戦
に
つ
い
て
警
告
が

な
さ
れ
た
。
た
だ
し
一
九
四
〇
年
代
に
入
る
と
毒
ガ
ス
以
上
の
殺
傷
能
力
を
も
つ
兵
器
が
開
発
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
平
和
主
義
者
が
想
像
す
る
こ
と
も
な
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か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
彼
ら
の
想
像
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
平
和
の
た
め
の
国
際
的
な
努
力
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
の
が
、
戦
争
違
法
化
を
目
指
し
た
不
戦
条
約
（
ケ
ロ
ッ
グ
＝
ブ
リ
ア
ン
協
定
）
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和
主
義
者
は
一
定
の
評
価
を
し
な
が
ら
も
、
実
態
が
伴
わ

な
い
と
し
て
批
判
も
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
外
相
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
（Gustav Stresem

ann

）

と
フ
ラ
ン
ス
外
相
ブ
リ
ア
ン
（A
ristide Briand

）
に
よ
る
ロ
カ
ル
ノ
条
約
は
、
独
仏
協
調
の
結
果
と

し
て
評
価
も
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
背
後
に
あ
る
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
の
東
部
国

境
修
正
の
野
心
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
鋭
く
批
判
も
し
て
い
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
活
発
に
な
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
で
あ
る
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
外
交
官
を
父
に
も
ち
、
日
本
人
の
青
山
光
子
を
母
に
持
つ
東
京
生
ま
れ
の

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー
（Richard N

. Graf von Coudenhove-K
alergi

）

に
よ
る
「
パ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ソ
連
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
警
戒
す

る
彼
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
合
こ
そ
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
化
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
守
る
も
の
だ
と

考
え
た
。
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
を
始
め
世
界
各
地
に
領
土
を
持
っ
て
い
た
大
英
帝
国

を
ひ
と
つ
の
地
域
と
す
る
な
ど
、
現
在
の
欧
州
連
合
と
は
異
な
る
点
も
多
い
が
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝ 
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カ
レ
ル
ギ
ー
の
構
想
と
運
動
は
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
左
派
の
知

識
人
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
の
平
和
主
義
者
も
統
合
論
を
展
開
し
た
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー
の
運
動
は
あ
ま
り
に
「
貴
族
的
」
で
あ
り
、
大
衆
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
ソ
連
の
敵
視
と
排
除
に
対
し
て
は
批
判
的
で
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
＝
カ
レ
ル
ギ
ー
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
所
有
す
る
植
民
地
を
そ
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
不
満
を
述
べ
て
い

た
。
ま
た
概
し
て
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
平
和
主
義
者
は
、
集
団
安
全
保
障
体
制
に
つ
い
て
は
し
ょ
せ
ん
別

の
形
の
軍
事
同
盟
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
実
現
す
る
の
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
平
和
運
動
の
「
衰
退
」
を
め
ぐ
っ
て

　

平
和
主
義
を
唱
え
る
こ
と
が
少
な
く
と
も
「
国
家
反
逆
罪
」
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
「
平
和
」
の
名

の
も
と
で
軍
事
力
が
行
使
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
今
日
と
は
異
な
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
権
威
主

義
的
か
つ
暴
力
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
平
和
主
義
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
平
和
主
義
の
主
要
な
担
い
手
は
左
派
の
知
識
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
黄
金
の
二
〇
年
代
」

と
も
呼
ば
れ
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
文
化
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
世
界
平
和
の
ビ
ジ
ョ
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ン
や
国
民
国
家
か
ら
の
解
放
と
い
う
意
識
、
そ
し
て
国
家
の
利
益
に
対
し
て
人
類
の
利
益
を
優
先
さ
せ

る
と
い
う
姿
勢
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
社
会
で
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
根
強
い
「
匕
首
伝
説
」

（「
背
後
か
ら
の
一
突
き
伝
説
」）
に
よ
り
、
社
会
の
不
満
は
社
会
主
義
者
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
向
か
っ
た
が
、

平
和
主
義
者
も
そ
の
「
仲
間
」
と
し
て
多
く
迫
害
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
は
多
く
の
政
治
家

や
著
名
人
の
暗
殺
事
件
が
起
こ
り
、
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
反
革

命
右
翼
の
将
校
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
ほ
か
、
外
相
を
務
め
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ラ
ー
テ
ナ
ウ
（W

alther 
Rathenau

）
や
財
務
相
を
務
め
た
マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
（M

atthias Erzberger

）
ら
政

治
家
た
ち
が
右
翼
の
コ
ン
ス
ル
団
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
平
和
主
義
者
で
あ
る
ハ
ン
ス
・
パ
ー

シ
ェ
（H

ans Paasche
）
も
殺
害
さ
れ
、
ま
た
エ
ミ
ー
ル
・
グ
ン
ベ
ル
（Em

il Gum
bel

）
も
襲
わ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
直
接
的
な
暴
力
の
行
使
に
加
え
て
、
国
防
軍
や
右
派
か
ら
の
平
和
運
動

へ
の
妨
害
は
目
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た
。
不
公
平
な
裁
判
も
多
く
行
わ
れ
た
。
元
々
保
守
的
な
司
法
が

「
共
和
主
義
者
」
あ
る
い
は
「
平
和
主
義
者
」
を
蔑
視
し
て
い
た
。「
平
和
主
義
者
」
は
す
な
わ
ち
「
国

家
反
逆
者
」「
非
国
民
」「
フ
ラ
ン
ス
の
ス
パ
イ
」
な
ど
と
見
な
さ
れ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
有
罪
判

決
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
左
派
の
文
化
を
代
表
す
る
週
刊
誌
で
あ
っ
た
『
ヴ
ェ

ル
ト
ビ
ュ
ー
ネ
』
誌
の
編
集
長
を
し
て
い
た
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
は
、
実
際
に
国
家
反
逆
罪
で
刑
務
所
に
入
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れ
ら
れ
て
い
る
。
左
右
両
方
か
ら
の
暴
力
に
慣
ら
さ
れ
、「
強
い
ド
イ
ツ
」
を
求
め
た
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
、
平
和
主
義
は
軟
弱
で
非
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
長
い
間

敵
は
国
防
軍
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
当
初
眼
中
に
な
か
っ
た
。
左
派
の
知
識
人
に
と
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー
は

あ
ま
り
に
野
蛮
で
、
と
て
も
大
衆
の
支
持
を
得
て
政
権
を
取
れ
る
よ
う
な
人
物
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

平
和
運
動
が
ナ
チ
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
要
因
に
は
、
結
果
的
に
平
和
主
義
者
た
ち
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
力

を
見
誤
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
平
和
運
動
内
部
に
も
衰
退
の
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
に
は
自
由
主
義
者
と
社
会
主
義
者
の
運
動
が
ド
イ
ツ
平
和
協
会
の

よ
う
な
組
織
の
中
で
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も
の
の
、
結
局
は
両
者
の
間
の
溝
が
埋
め
ら
れ
ず
、
内
部
分
裂

を
生
ん
だ
。
ま
た
社
会
主
義
者
と
共
産
主
義
者
の
対
立
は
左
派
の
力
を
弱
め
た
。
し
ば
し
ば
人
間
関
係

に
よ
る
内
輪
も
め
も
あ
っ
た
た
め
、
平
和
主
義
者
自
身
が
運
動
に
幻
滅
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に

政
党
と
の
関
係
も
複
雑
で
、
社
会
民
主
党
な
ど
は
党
に
所
属
し
な
が
ら
平
和
運
動
に
関
わ
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
た
。
労
働
組
合
と
平
和
団
体
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
記
念
日
前
後
の
反
戦
デ
モ
で
競
合
し
て

参
加
者
を
奪
い
合
う
こ
と
で
、
同
じ
方
向
を
向
く
人
々
を
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
分
裂
さ
せ
る
結
果

と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
和
主
義
者
に
よ
る
政
党
作
り
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
は
失
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敗
に
終
わ
っ
た
。
平
和
主
義
を
政
策
に
掲
げ
る
政
党
が
国
政
に
進
出
す
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
緑

の
党
の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
平
和
運
動
内
部
の
分
裂
と
国
防
軍
や
右
派
か
ら
の
弾
圧
に
よ
り
、
す
で
に
一
九
三
〇
年

代
に
入
る
こ
ろ
に
は
ド
イ
ツ
国
内
の
平
和
運
動
は
ほ
ぼ
機
能
不
全
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
平
和
主
義

者
の
多
く
は
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

一
九
三
三
年
一
月
に
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
と
る
と
、
国
内
に
残
っ
て
い
た
も
の
は
逮
捕
さ
れ
、
強
制
収

容
所
に
入
れ
ら
れ
る
な
ど
し
た
。
ナ
チ
の
焚
書
に
よ
り
、
彼
ら
の
書
物
は
焼
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

亡
命
し
た
平
和
主
義
者
た
ち
は
各
地
で
反
ナ
チ
の
抵
抗
運
動
を
行
う
が
、
一
九
四
五
年
を
迎
え
る
前
に

多
く
の
平
和
主
義
者
た
ち
が
死
亡
し
た
。
ク
ヴ
ィ
ッ
デ
は
一
九
四
一
年
に
亡
命
先
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
病

死
し
、
ト
ゥ
ホ
ル
ス
キ
ー
は
一
九
三
五
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
自
殺
し
て
い
る
。
そ
し
て
オ
シ
エ
ツ
キ
ー

は
一
九
三
三
年
二
月
末
の
国
会
議
事
堂
炎
上
事
件
後
す
ぐ
に
ナ
チ
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
最
終
的
に

エ
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
の
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
彼
は
一
九
三
五
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
す
る
が
、
結
核
の
た
め
一
九
三
八
年
に
死
亡
し
た
。
他
に
も
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平

和
主
義
者
の
多
く
が
死
亡
し
た
り
、
あ
る
い
は
亡
命
先
に
残
っ
た
ま
ま
で
ド
イ
ツ
に
戻
る
こ
と
が
な
か
っ

た
た
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
は
再
開
に
困
難
を
極
め
る
こ
と
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と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
四
五
年
以
降
、「
平
和
運
動
」
と
「
平
和
主
義
」
は
再
び
そ
の
意
味
を
変
え
る
こ
と
と
な
る
。
戦

後
の
平
和
運
動
で
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
影
響
を
受
け
て
反
核
兵
器
の
運
動
が
主
体
に
な
っ

て
い
く
。
加
え
て
西
ド
イ
ツ
で
は
、
五
〇
年
代
の
議
会
外
野
党
の
運
動
や
一
九
六
八
年
の
学
生
運
動
を

経
て
、
反
原
発
運
動
、
環
境
保
護
運
動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
八
〇
年
代
ま
で

に
平
和
運
動
が
草
の
根
の
運
動
と
な
っ
て
い
く
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
克
服
が
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
な
る
な
か
で
、
西
ド
イ
ツ
で
「
抵
抗
」
や
「
不
服
従
」
と
い
っ
た

概
念
が
広
ま
る
が
、
平
和
運
動
は
こ
れ
ら
を
取
り
込
み
な
が
ら
さ
ら
な
る
テ
ー
マ
の
広
が
り
を
得
た
だ

け
で
な
く
、
安
全
を
脅
か
す
も
の
へ
の
「
抵
抗
」
の
運
動
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
冷
戦
下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
影
響
も
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
平
和

運
動
は
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
あ
ま
り
に
「
左
派
の
運
動
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
長
い
間
評
価

さ
れ
ず
に
い
た
。
一
方
、
東
ド
イ
ツ
で
は
、
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
ら
に
「
共
産
主
義
の
闘
士
」
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
け
ら
れ
、
彼
ら
は
「
平
和
の
象
徴
」
と
見
な
さ
れ
て
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
平
和



広島平和研究所ブックレット　HPI Booklet

88

協
会
の
よ
う
な
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
平
和
主
義
」
は
無
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
。
し
か
し
本
稿
で

振
り
返
っ
た
よ
う
に
、
平
和
運
動
は
一
九
世
紀
末
か
ら
国
際
協
調
や
調
停
お
よ
び
仲
裁
の
運
動
と
し
て

始
ま
り
、
こ
れ
が
社
会
主
義
を
取
り
込
み
な
が
ら
個
々
人
の
国
家
と
の
関
係
を
問
い
、
政
治
参
加
を
求

め
る
も
の
に
発
展
し
、
草
の
根
の
運
動
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
九
四
五
年
以
降
の
草
の
根
の
反
戦
平
和
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
み
平

和
運
動
と
平
和
の
概
念
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
脈
絡
に
お
い
て
「
平

和
」
あ
る
い
は
「
平
和
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
と
き
、
上
述
の
よ
う
な
歴
史
的
変
化
に
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。「
戦
争
の
不
在
」
あ
る
い
は
「
暴
力
の
不
在
」
に
関
す
る
議
論
や
ク
エ
ー
カ
ー
な
ど
の

キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
・
信
条
に
よ
る
絶
対
的
非
暴
力
の
思
想
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
啓
蒙
思

想
や
解
放
運
動
と
い
っ
た
文
化
的
背
景
も
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
平
和
観
と
日
本
的
な
平
和
観
と
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
生
じ
る
議
論
の
ず
れ

や
、
平
和
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
文
化
的
な
衝
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
主
と
し
て
筆
者
の
以
下
の
研
究
成
果
を
、
連
続
市
民
講
座
で
の
講
演
お
よ
び
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
原

稿
用
に
ま
と
め
た
う
え
で
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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竹
本
真
希
子
「
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
の
平
和
主
義
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
七
八
六
号
）、

二
〇
〇
四
年
三
月
。

竹
本
真
希
子
「
パ
ン
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
『
ヴ
ェ
ル
ト
ビ
ュ
ー
ネ
』」（『
専
修
史
学
』
第
三
六
号
）、
二
〇
〇
四

年
三
月
。

竹
本
真
希
子
「
来
る
べ
き
戦
争
へ
の
警
告
―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
時
代
の
平
和
論
か
ら
―
」（『
専
修
史
学
』

第
四
〇
号
）、
二
〇
〇
六
年
三
月
。

竹
本
真
希
子
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
末
期
の
平
和
運
動
の
諸
問
題
―
オ
シ
エ
ツ
キ
ー
と
『
ヴ
ェ
ル
ト
ビ
ュ
ー

ネ
』
を
め
ぐ
る
裁
判
か
ら
―
」（『
専
修
史
学
』
第
四
五
号
）、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
。

M
akiko T

akem
oto, “Pacifism

 and Peace M
ovem

ents in Germ
any during the First H

alf of 
the 20th Century ”, in: Carol Rinnert/O

m
ar Farouk/Y

asuhiro Inoue 

（eds.

）, H
iroshim

a &
 

Peace, H
iroshim

a 2010.

竹
本
真
希
子
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
急
進
的
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
の
軍
縮
と
平
和
―『
ヴ
ェ
ル
ト

ビ
ュ
ー
ネ
』
の
記
事
か
ら
」（『
専
修
史
学
』
第
五
六
号
）、
二
〇
一
四
年
三
月
。

主
要
参
考
文
献

石
田
勇
治
『
20
世
紀
ド
イ
ツ
史
』
白
水
社
、
二
〇
〇
五
年
。

斉
藤
晢
・
八
林
秀
一
・
鎗
田
英
三
（
編
）『
20
世
紀
ド
イ
ツ
の
光
と
影
』
芦
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。
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武
田
昌
之
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
平
和
主
義
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
五
五
〇
号
）、
一
九
八
六
年
一
月
。

中
井
晶
夫
『
ド
イ
ツ
人
と
ス
イ
ス
人
の
戦
争
と
平
和
―
ミ
ヒ
ャ
エ
ー
リ
ス
と
ニ
ッ
ポ
ル
ト
―
』
南
窓
社
、

一
九
九
五
年
。

西
川
正
雄
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
社
会
主
義
者
た
ち
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。

エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
（
編
）、
坪
井
主
税
、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ン
・
デ
ン
・
ダ
ン
ジ
ェ
ン
（
訳
編
）

『
戦
争
に
反
対
す
る
戦
争
』
龍
溪
書
舎
、
一
九
八
八
年
。

D
onat, H
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